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的に CTC を同定する方法として、腎癌特異的な G250 抗原をターゲッ
トとした On-chip SortⓇと物理学的に CTC を濃縮する ClearCellFXⓇ
システムの比較検討を行った。ClearCellFXⓇシステムは CTC と末梢
血単核球(PBMC)の細胞径の差異により流動力学的に CTC を濃縮する
機器であり、比較的大きな CTC の濃縮には適するが、小さな CTC の
濃縮能は低い。我々の検討では、比較的大きな腎癌細胞の濃縮率は
69%だったが、比較的小さな腎癌細胞での CTC の濃縮能は 33％であり
、細胞サイズに依存する本法は安定性に欠けると考えられた。一方、
CTC の EpCAM 抗原の発現の有無に依存せず、腎癌特異的な G250 抗原
をターゲットとし、抗 G250 抗体と抗 CD45 抗体（PBMC のマーカー）
を用いた On-chip SortⓇでの腎癌 CTC の同定率は約 75％と、非常に
高く、腎癌細胞の特異的同定法に適していると考えられた。今後、
臨床検体を用いた検討が必要ではあるが、抗 G250 抗体を用いた
On-chip SortⓇでの腎癌 CTC の研究は、腎癌治療に寄与する可能性が
考えられる。 
